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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第91期

第３四半期
連結累計期間

第92期
第３四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 9,973,136 10,044,823 13,172,267

経常利益 (千円) 170,867 768,409 406,462

四半期(当期)純利益 (千円) 1,010,499 865,470 977,768

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,128,291 1,619,409 1,517,920

純資産額 (千円) 16,737,711 18,399,370 17,127,870

総資産額 (千円) 19,630,005 21,784,700 20,151,310

１株当たり四半期(当期)純利
益金額

(円) 20.71 17.72 20.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 20.67 17.69 20.00

自己資本比率 (％) 83.4 82.5 83.0
 

　

回次
第91期

第３四半期
連結会計期間

第92期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.17 8.62
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　
（電子部品）

第１四半期連結会計期間より、富貴電子(淮安)有限公司及びノーブルトレーディング(バンコク)㈱は重

要性が増したため、連結の範囲に含めております。

また、ノーブルプレシジョン(タイランド)㈱は、第１四半期連結会計期間に清算手続きが完了したた

め、連結の範囲から除外しております。

なお、非連結子会社であります華南富貴電子㈱は、当第３四半期連結会計期間に清算手続きが完了して

おります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　なお、前連結会計年度において、経常損益および当期純損益とも利益に転じ、当第３四半期連結累計期

間においては営業利益も計上するまでに至っております。

　当該状況を維持しさらに改善するために「３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」の「（5）重要事象等についての対応策」に記載の対応策を継続して実施しております。なお、当社

グループ外部からの借入もなく自己資本比率も82.5％であり、四半期連結貸借対照表上の現金及び預金も

73億23百万円と前連結会計年度末に比べ20億10百万円増加しており、事業運営を進めるための十分な運転

資金を有しております。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、米国で緩やかな回復基調となり、欧州の財政問題は最悪の

状況を脱したと思われますが、中国をはじめとする新興国は依然として減速状態が続きました。我が国

の経済は、世界経済同様に停滞が続いておりましたが、米国経済の回復や円安、政府による経済政策の

効果などで緩やかに回復してきました。

当社グループの属するエレクトロニクス業界は、スマートフォンとタブレットＰＣ、および北米市場

が回復した自動車向けが好調でしたが、薄型テレビ等のＡＶ家電は低迷が続きました。

　このような状況の中で当社グループは、市場の変化に対応するためＡＶ家電以外の新規市場の開拓と

拡販に注力してまいりました。また海外製造拠点の効率的で安定した生産体制を確保するためにグルー

プをあげて対応してまいりました。売上高の回復が遅い中で利益を確保するため、自動化等によるコス

トダウンや全部門での経費削減を進めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は100億44百万円（前年同期比0.7%増）となりま

した。営業利益は１億22百万円（前年同期は94百万円の営業損失）、円安により為替差益を計上したた

め経常利益は７億68百万円（前年同期比349.7%増）、四半期純利益は8億65百万円（前年同期比14.4%

減）となりました。
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セグメントの業績は次のとおりであります。

①電子部品

市場別にはデジタルカメラ、ヘルスケア、エアコンや給湯器などの家電向けが引き続き好調でし

た。また自動車電装向けも堅調に推移しました。製品別では、前面操作ブロック（ＩＣＢ）製品がデ

ジタルカメラとヘルスケア向けに好調でしたが、ビデオカメラや暖房機向けが低調でした。可変抵抗

器は一部オーディオ向けが回復しましたが、不採算機種を整理したため売上高は低下しました。固定

抵抗器はエアコンや給湯器向けが引き続き好調でした。

この結果、電子部品の売上高は98億27百万円（前年同期比2.0%増）となり営業利益は２億80百万円

（前年同期は53百万円の営業損失）となりました。

　

当事業の地域別の業績は次のとおりであります。

a．日本

デジタルカメラやヘルスケア向けが引き続き好調でしたが、前年の反動や顧客の生産調整などか

ら暖房機向けが減少しました。

この結果、売上高は44億73百万円（前年同期比14.9%減）となりましたが、アジアへの内部売上

高が増加したことにより営業利益は２億46百万円（前年同期比374.5%増）となりました。

　

b．アジア

中国でのエアコンや給湯器向け固定抵抗器、タイでの自動車電装やデジタルカメラ向けが好調で

したが、ゲーム機向けは伸び悩み、ビデオカメラ向けは低迷しました。

この結果、売上高は50億28百万円（前年同期比24.1%増）となり営業損失は11百万円（前年同期

は１億円の営業損失）となりました。

　
c．北米

テレビ向けはやや持ち直しましたが、自動車電装およびオーディオの主要市場向けが低調でし

た。

この結果、売上高は３億24百万円（前年同期比1.8%減）となり営業利益は26百万円（前年同期比

1,230.8%増）となりました。

　

②その他

機械設備の製造販売は、国内での設備投資が回復しないため、また中国市場も低迷を続けたままの

ため、大きく減少しました。

この結果、機械設備の売上高は２億17百万円（前年同期比34.9%減）となり営業損失は１億63百万

円（前年同期は51百万円の営業損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較し、16億33百万円増加し217億84

百万円となりました。また、負債合計は前連結会計年度末と比較し、３億61百万円増加し33億85百万円

となりました。

この結果、純資産は、前連結会計年度末と比較し、12億71百万円増加し183億99百万円となり、自己

資本比率は前連結会計年度末の83.0%から82.5%となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は３億81百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。

　

(5) 重要事象等についての対応策

緊急の課題である収益改善と競争力向上のため、生産体制の見直しを進めました。タイ、中国、ベト

ナム、インドネシアの４ブロックで省人・省力化をさらに推進する等効率的な生産を行い、資材調達な

どでも現地化のメリットをさらに追及してまいります。

販売面では、中国やＡＳＥＡＮ地区での顧客の動向に対応するための販売力、提案力、サービスの強

化を図ってまいります。またこれらの市場向け新製品の開発、投入を急ぎ、売上高の回復に努めてまい

る所存です。さらには新市場向け新製品の開発に向けて研究開発とマーケティングを進めてまいりま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,508,000

計 79,508,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 50,709,167 50,709,167
東京証券取引所
市場第１部

権利内容に何ら限
定のない当社にお
ける標準となる株
式であり、単元株
式数は1,000株で
あります。

計 50,709,167 50,709,167 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 50,709 ― 3,453,078 ― 5,456,313
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

帝国通信工業株式会社(E01782)

四半期報告書

 7/20



　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式    1,825,000 ―
１ (1) ②発行済株式の
「内容」欄に記載のとお
りであります。

完全議決権株式(その他) 普通株式   48,298,000 48,298 同上

単元未満株式 普通株式      586,167 ― 同上

発行済株式総数 50,709,167 ― ―

総株主の議決権 ― 48,298 ―
 

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

帝国通信工業㈱ 川崎市中原区苅宿45番１号 1,825,000 ― 1,825,000 3.59

計 ― 1,825,000 ― 1,825,000 3.59
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,312,542 7,323,100

受取手形及び売掛金
※1 3,994,108 ※1 3,487,520

商品及び製品 1,030,392 1,103,775

仕掛品 567,194 477,457

原材料及び貯蔵品 844,296 707,427

その他
※1 393,552 ※1 541,741

貸倒引当金 △6,955 △2,969

流動資産合計 12,135,131 13,638,053

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,255,116 2,203,235

機械装置及び運搬具（純額） 1,548,360 1,607,129

その他（純額） 876,538 884,251

有形固定資産合計 4,680,016 4,694,616

無形固定資産 124,188 147,002

投資その他の資産

投資有価証券 1,372,745 1,690,296

関係会社出資金 471,457 －

その他 2,232,653 1,624,192

貸倒引当金 △864,883 △9,461

投資その他の資産合計 3,211,973 3,305,027

固定資産合計 8,016,178 8,146,646

資産合計 20,151,310 21,784,700

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,079,173 1,216,799

短期借入金 176,718 194,381

未払法人税等 73,451 49,163

賞与引当金 286,873 200,872

固定資産撤去費用引当金 40,000 40,000

その他 679,140 858,123

流動負債合計 2,335,357 2,559,340

固定負債

退職給付引当金 193,641 213,804

その他 494,440 612,185

固定負債合計 688,082 825,989

負債合計 3,023,440 3,385,329
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,453,078 3,453,078

資本剰余金 5,456,313 5,456,313

利益剰余金 9,768,291 10,288,904

自己株式 △948,819 △914,372

株主資本合計 17,728,864 18,283,923

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 187,051 398,420

為替換算調整勘定 △1,182,755 △711,738

その他の包括利益累計額合計 △995,704 △313,317

新株予約権 6,672 5,338

少数株主持分 388,038 423,426

純資産合計 17,127,870 18,399,370

負債純資産合計 20,151,310 21,784,700
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 9,973,136 10,044,823

売上原価 7,379,893 7,181,378

売上総利益 2,593,243 2,863,444

販売費及び一般管理費 2,687,805 2,740,866

営業利益又は営業損失（△） △94,562 122,578

営業外収益

受取利息 16,139 21,127

受取配当金 52,619 56,945

受取賃貸料 82,376 71,754

為替差益 104,924 416,800

貸倒引当金戻入額 － 40,136

その他 107,097 105,846

営業外収益合計 363,158 712,610

営業外費用

支払利息 689 892

固定資産賃貸費用 34,998 34,003

貸倒引当金繰入額 43,900 －

外国源泉税 8,591 26,534

その他 9,547 5,350

営業外費用合計 97,727 66,780

経常利益 170,867 768,409

特別利益

固定資産売却益 － 315,946

受取保険金
※1 900,527 －

災害損失戻入益
※2 36,769 －

特別利益合計 937,296 315,946

特別損失

減損損失 － 22,971

事業再編損 －
※3 70,440

特別損失合計 － 93,411

税金等調整前四半期純利益 1,108,164 990,943

法人税等 75,362 99,123

少数株主損益調整前四半期純利益 1,032,801 891,820

少数株主利益 22,302 26,349

四半期純利益 1,010,499 865,470
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,032,801 891,820

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △53,849 212,860

為替換算調整勘定 149,338 514,728

その他の包括利益合計 95,489 727,589

四半期包括利益 1,128,291 1,619,409

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,083,040 1,547,856

少数株主に係る四半期包括利益 45,250 71,552
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年12月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、富貴電子(淮安)有限公司及びノーブルトレーディング(バンコク)㈱は重要性が増

したため、連結の範囲に含めております。

　また、ノーブルプレシジョン(タイランド)㈱は、第１四半期連結会計期間に清算手続きが完了したため、連結の

範囲から除外しております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形 74,524千円 47,866千円

その他流動資産 3,579千円 3,893千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１．受取保険金

前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

平成23年10月上旬に発生したタイ王国の洪水により、被災した棚卸資産及び固定資産の被害額につ

いて、未確定でありました保険金を受領したものであります。

　
当第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

※２．災害損失戻入益

前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

前連結会計年度において計上したタイ王国で発生した洪水に伴う災害損失の戻入益であります。

　
当第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

※３．事業再編損

前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

該当事項はありません。

　
当第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

その他事業において発生した事業再編に伴う損失であり、その内訳は特別退職金56,125千円、棚卸

資産処分損14,314千円であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 622,496千円 610,390千円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 121,896 2.5 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月13日
取締役会

普通株式 122,054 2.5 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 122,042 2.5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月12日
取締役会

普通株式 122,210 2.5 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日 至　平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(千円)
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(千円)
(注)３

電子部品
(千円)
(注)１

その他
(千円)

計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,639,559 333,577 9,973,136 ― 9,973,136

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

8,387 449,213 457,600 (457,600) ―

計 9,647,946 782,790 10,430,737 (457,600) 9,973,136

セグメント損失(△) △53,578 △51,158 △104,737 10,174 △94,562
 

　

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

調整額
(千円)

電子部品合計
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,255,199 4,053,715 330,644 9,639,559 ― 9,639,559

 地域間の内部売上高
 又は振替高

3,976,584 3,783,215 ― 7,759,800 (7,751,413) 8,387

計 9,231,783 7,836,931 330,644 17,399,359 (7,751,413) 9,647,946

地域別利益又は損失(△) 51,933 △100,453 1,998 △46,522 △7,056 △53,578
 

２．セグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整をおこなっております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日 至　平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
調整額
(千円)
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(千円)
(注)３

電子部品
(千円)
(注)１

その他
(千円)

計
(千円)

売上高      

  外部顧客への売上高 9,827,634 217,188 10,044,823 ― 10,044,823

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

5,567 321,575 327,143 (327,143) ―

計 9,833,202 538,764 10,371,967 (327,143) 10,044,823

セグメント利益又は損失(△) 280,347 △163,784 116,562 6,015 122,578
 

　

(注) １．電子部品の地域別の内訳は下記のとおりであります。

 
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

調整額
(千円)

電子部品合計
(千円)

売上高       

  外部顧客への売上高 4,473,970 5,028,814 324,850 9,827,634 ― 9,827,634

 地域間の内部売上高
 又は振替高

4,455,102 4,362,205 ― 8,817,308 (8,811,740) 5,567

計 8,929,072 9,391,019 324,850 18,644,943 (8,811,740) 9,833,202

地域別利益又は損失(△) 246,423 △11,657 26,594 261,360 18,986 280,347
 

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「その他」セグメントにおいて、事業環境の悪化に伴う収益性の低下により、減損損失を計上し

ております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において22,971千円であ

ります。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 20円71銭 17円72銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益金額(千円) 1,010,499 865,470

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,010,499 865,470

 普通株式の期中平均株式数(千株) 48,789 48,842

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 20円67銭 17円69銭

 (算定上の基礎)   

　四半期純利益調整額(千円) ― ―

　普通株式増加数(千株) 93 92

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

───── ─────

 

　

２ 【その他】

第92期（平成25年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当について、平成25年11月12日開催の取

締役会において、平成25年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

イ．中間配当による配当金の総額 122,210千円

ロ．１株当たりの金額 ２円50銭

ハ．支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月９日
 

　

EDINET提出書類

帝国通信工業株式会社(E01782)

四半期報告書

18/20



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   森   谷   和   正   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   矢　　野　　浩　　一   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月12日

帝国通信工業株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている帝
国通信工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、帝国通信工業株式会社及び連結子会社の平
成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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